
　
２
０
１
８
年
度
、文
部
科
学
省「
ス
ー

パ
ー
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
」（
以
下
、
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）
の
指

定
を
受
け
た
大
阪
府
立
農
芸
高
校
は
、

Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に
着
手
し
た
。
育

て
た
い
人
物
像
を
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

豊
か
な
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
」

と
し
た
そ
の
思
い
を
、
喜
多
英ひ

で
か
ず一
校
長

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
、
生
徒
が
地
域
の
小
学
校

で
食
育
の
出
張
授
業
を
行
っ
た
り
、
地

域
の
企
業
と
協
働
で
商
品
開
発
に
取
り

組
ん
だ
り
と
、
地
域
と
の
か
か
わ
り
が

深
い
学
校
で
す
。
地
域
の
課
題
に
取
り

組
む
た
め
に
は
、
専
門
的
な
知
識
や
技

術
に
加
え
て
、
幅
広
い
視
野
も
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
２
つ
の
要
素
を
合

わ
せ
た『
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
』

の
育
成
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
」

　
同
委
員
会
は
、
新
学
習
指
導
要
領
が

示
す
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
を
踏
ま

え
、
自
校
が
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
の
枠
組
み
を
「
ス
キ
ル
」「
ビ
ュ
ー
」

「
マ
イ
ン
ド
」
の
３
つ
と
捉
え
、
経
済

産
業
省
が
提
唱
す
る「
社
会
人
基
礎
力
」

（
＊
）
を
参
考
に
、
13
の
資
質
・
能
力

を
策
定
（
図
１
）。
そ
れ
ら
の
中
か
ら

各
教
科
・
科
目
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
各
教
科
会
で
設
定
し
、
一
覧
表

に
し
た
（
図
２
）。
同
委
員
会
の
責
任

者
を
務
め
た
烏

か
ら
す

谷だ
に

直な
お

宏ひ
ろ

先
生
は
、
各
教

科
会
の
様
子
を
こ
う
振
り
返
る
。

　「
私
が
参
加
し
た
ど
の
教
科
会
も
、

『
こ
の
資
質
・
能
力
は
あ
の
教
科
で
育

め
る
。
私
た
ち
の
教
科
で
育
む
べ
き
資

質
・
能
力
は
こ
れ
だ
』
な
ど
と
、
他
教

科
の
視
点
も
踏
ま
え
た
意
見
が
交
わ
さ

れ
て
い
ま
し
た
。教
科
会
で
の
議
論
は
、

育
て
た
い
人
物
像
の
実
現
に
向
け
て
、

担
当
教
科
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
俯
瞰

的
に
捉
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
」

　
各
教
科
・
科
目
が
設
定
し
た
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
に
は
、「
主
体
性
」

が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　「
私
た
ち
は
、
そ
れ
を
本
校
の
特
色

と
捉
え
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
専
門
分

＊　職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力を定義したもの。「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働く力」の３つの能力と 12
の能力要素から構成される。

「育てたい人物像」を全学科で共有した上で、
評価・検証の仕組みまでを整える

大阪府立農芸高校

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

科
目
単
位
で
育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力
を
設
定

地
域
創
生
に
貢
献
で
き
る

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
育
成
を
目
指
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

指
導
計
画

学
校
教
育
目
標

授
業
・
指
導
実
践

評
価
・
検
証

授
業
・
指
導
改
善

紹介

紹介

紹介

紹介

目
標
に
設
定
し
た
資
質
・
能
力
の

育
成
を
目
指
し
た
授
業
づ
く
り
が
進
む
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野
の
異
な
る
複
数
の
教
師
の
下
、
生
徒

が
少
人
数
の
班
で
取
り
組
む
『
課
題
研

究
』
を
中
核
科
目
に
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
同
科
目
の
活
動
を
よ
り
深
い
も
の

と
す
る
た
め
の
鍵
と
な
る
、
生
徒
が
自

ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
自
分
で
取
り
組

む
『
主
体
性
』
を
、
教
科
学
習
で
は
特

に
育
成
す
る
と
い
う
共
通
認
識
を
、
一

連
の
検
討
を
通
じ
て
教
師
間
で
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」（
烏
谷
先
生
）

　
各
教
科
・
科
目
の
授
業
は
、
目
標
と

し
て
設
定
し
た
資
質
・
能
力
の
育
成
を

意
識
し
た
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
「
高
度

な
知
識
」「
創
造
力
」「
主
体
性
」
と
し

た
「
現
代
文
Ｂ
」
で
は
、
夏
目
漱
石
の

『
こ
こ
ろ
』
の
単
元
で
新
た
な
活
動
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
生
徒
が
素
材
文
の
読

解
を
段
落
ご
と
に
分
担
し
、
教
師
が
示

し
た
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
各
自
で
読

解
。
次
に
各
段
落
の
要
約
を
生
徒
同
士

で
説
明
し
合
う
こ
と
で
、
素
材
文
全
体

の
読
解
に
つ
な
げ
た
。
授
業
を
行
っ
た

井
上
佳
奈
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
生
徒
は
『
課
題
研
究
』
な
ど
で
大

勢
の
人
の
前
で
自
分
の
意
見
を
発
表
し

ま
す
。
国
語
で
も
、
発
表
を
通
じ
て
創

造
力
や
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
場
を
設

け
よ
う
と
、こ
の
活
動
を
考
え
ま
し
た
。

生
徒
は
担
当
の
段
落
を
丁
寧
に
読
み
込

育てたい
人物像

育てたい
３つの力 関連性のある資質・能力 育成を目指す

資質・能力 3つの柱

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
豊
か
な

地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト

高度な知識・
専門技術
【スキル】

①高度な知識

知識・技能
何を理解しているか
何ができるか

②専門技術

③課題発見力

④課題解決力（行動力）

⑤課題解決力（実行力）

環境及び
グローバルな
視座

【ビュー】

⑥社会貢献度（規範意識） 思考力・判断力・
表現力等

理解していること、
できることをどう使うか

⑦郷土愛（使命感）

⑧国際意識（多様性）

⑨創造力

チャレンジ
精神

【マインド】

⑩主体性 学びに向かう力
人間性

どのように社会・世界と
かかわり、

よりよい人生を送るか

⑪豊かな人間性

⑫キャリアプランニング

⑬チャレンジ精神

※学校資料を基に編集部で作成。

全教科・科目と特別活動で育成を目指す資質・能力を設定し、一覧表にした。
※学校資料を基に編集部で作成。上図の全体像は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」
でご覧ください。

関連性のある資質・能力 ①高度な知識 ②専門技術 ③課題発見力

達成値（教育課程で担保
する力→各科目で実施）

学習した専門分
野の新たな知識
を理解している

学習した専門分
野の知識を活用
する技術が身に
ついている

学習した専門分
野の課題が何か
を理解している

共
通
教
科

１年 国語総合 ○

１年 現代社会 ○

１年 数学Ⅰ

１年 生物基礎

１年 体育

１年 保健

１年 音楽Ⅰ

１年
コミュニケー
ション英語Ⅰ ○

2・3年 現代文B ○

２年 日本史A ○

「育てたい人物像」と「育成を目指す資質・能力」図１

設立	 1917（大正６）年

形態	 全日制／ハイテク農芸科、食品
加工科、資源動物科／共学

生徒数	 １学年約 200人

2021年度進路実績（現役のみ）　
国公立大は、帯広畜産大、宇都宮大、岐阜大、京都教育大、
鳥取大、高知大、鳥取環境大に８人が合格。私立大は、東京
農業大、京都産業大、龍谷大、近畿大などに延べ 34人が合格。
短大・専門学校進学69人。農業大学校進学12人。就職43人。

School Profile

「2021年度  教育課程と関連性のある資質・能力の対応一覧」（抜粋）図２

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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18
年
度
に
Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
か
ら
３
年
余
り
で
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
策
定
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

用
い
た
評
価
・
検
証
の
仕
組
み
ま
で
を

整
え
た
同
校
だ
が
、
取
り
組
み
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
は
、
教
師
か
ら
戸
惑
い
の

声
が
度
々
上
が
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で

Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
が
意
識
し
た
の
は
、
委

員
会
で
素
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
基
に

職
員
会
議
な
ど
の
場
で
教
師
全
員
に
よ

る
議
論
を
行
う
こ
と
で
、
合
意
点
を
確

認
し
な
が
ら
地
歩
を
固
め
て
い
く
こ
と

だ
っ
た
。

　「
取
り
組
み
が
停
滞
し
て
い
る
と
感
じ

て
も
、
強
引
に
進
め
よ
う
と
せ
ず
、
目

的
や
内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
、
様
々
な

声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
そ
う
す
る
中

で
、
大
多
数
か
ら
納
得
を
得
た
上
で
物

事
を
決
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の

過
程
で
、
本
校
が
行
う
べ
き
教
育
が
浸

透
し
、
取
り
組
み
へ
の
戸
惑
い
が
解
消

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
」（
烏
谷
先
生
）

　
さ
ら
に
、
各
教
科
・
科
目
で
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
を
設
定
し
、
一
覧

表
（
Ｐ
．21
図
２
）
に
し
た
こ
と
で
、
教

科
学
習
や
特
別
活
動
な
ど
で
す
べ
き
こ

と
が
明
確
に
な
っ
た
。
取
り
組
み
が
自

分
事
と
な
り
、授
業
改
善
が
進
ん
で
い
っ

た
と
い
う
。

　
取
り
組
み
の
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
も

重
視
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｈ
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
18
年
度
に
30
回
近
く
行
っ
て
い
た

委
員
会
の
会
合
は
、
20
年
度
に
は
10
回

以
下
に
抑
え
た
。
ま
た
、
年
度
末
に
生

徒
を
対
象
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

教
科
ご
と
で
の
実
施
形
態
を
変
更
し
、

普
通
教
科
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
精

選
し
て
１
枚
の
用
紙
に
ま
と
め
、
回
答

が
１
回
で
済
む
よ
う
に
し
た
。

め
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
説
明
を
し

て
い
ま
し
た
。
学
校
教
育
目
標
を
担
当

科
目
ま
で
落
と
し
込
ん
で
考
え
た
こ
と

が
、
授
業
づ
く
り
に
生
き
て
い
ま
す
」

　
年
度
末
に
は
、
各
教
科
で
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
そ
の
到

達
度
を
生
徒
に
４
段
階
で
自
己
評
価

さ
せ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
（
図
３
）。

目
標
値
を
２・
８
と
し
、
経
年
変
化
を

追
っ
て
い
く
こ
と
で
指
導
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
実
習
や
探
究
学
習
が
授
業
の
中
心
と

な
る
「
総
合
実
習
」
と
「
課
題
研
究
」

で
は
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
も
活
用
し
た
。

「
何
を
学
び
、何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
」「
そ
の
研
究
は
、
地
域
や
社
会

に
ど
う
役
立
つ
か
」「
そ
の
学
び
を
将

来
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
」
の
３
項
目

に
つ
い
て
、
生
徒
は
各
学
期
末
に
記
述

し
、
学
習
を
振
り
返
る
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
把
握
し
き
れ
な
い
生
徒
の
変
容
を

つ
か
む
役
割
を
担
う
。
例
え
ば
、
１
学

期
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
、「
糖
度
の

高
い
ブ
ド
ウ
を
作
り
た
い
」
と
書
い
た

生
徒
が
、年
度
末
に
は「
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
致
し
た
低
価
格
高
糖
度
の
大
阪

ブ
ド
ウ
を
独
自
に
開
発
し
、
府
内
の
果

樹
農
家
に
提
供
し
た
い
」
と
記
述
し
、

学
習
を
通
じ
て
社
会
的
な
視
点
を
身
に

つ
け
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　「
生
徒
は
、
振
り
返
り
を
通
じ
て
、

自
分
の
研
究
の
社
会
的
意
義
を
論
理
的

に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
う
し
た
力
は
、
学
校
推
薦

型
選
抜
や
総
合
型
選
抜
で
も
評
価
さ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
、
丁
寧
に
見
取
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
」（
烏
谷
先
生
）

生徒は、以下のような項目について、４段階で自己評価。
•国語の授業を通して、得た知識を活用し、文章などを用いて、
自分の考えや意見を表現する力が身についた。　　　【創造力】
•英語の授業を通して、世界の中の日本を知り、他国との文化
の違いを知ることによって、日本を今まで以上に知ることが
できた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【国際意識】

•理科の授業を通して、新たな課題に取り組んで、何かにチャ
レンジしようと思えるようになった。　　　【チャレンジ精神】

•数学の授業を通して、説得力をもって主張し、議論できるよ
うになった。　　　　　　　　　　　　　　　　【課題解決力】

※学校資料を基に編集部で作成。

１
歩
ず
つ
丁
寧
に
進
め
、

取
り
組
み
の
趣
旨
を
浸
透
さ
せ
る

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

合
意
点
を
確
認
し
な
が
ら
推
進

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
生
徒
の
変
容
を

丁
寧
に
把
握
し
、
指
導
に
生
か
す

生徒に実施したアンケート項目（抜粋）図３
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Ｓ
Ｐ
Ｈ
の
指
定
が
20
年
度
で
終
了
し

た
後
も
、
教
育
の
質
を
高
め
る
取
り
組

み
を
精
力
的
に
継
続
し
て
い
る
。

　
今
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
新
学

習
指
導
要
領
が
求
め
る
学
習
評
価
の
方

法
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
だ
。
現
在
の
学

習
評
価
は
、
現
行
課
程
の
４
観
点
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
る
が
、
22
年
度
か
ら

始
ま
る
３
観
点
で
の
評
価
の
実
施
に
向

け
て
知
見
を
蓄
え
よ
う
と
、
４
観
点
で

の
評
価
に
加
え
て
、
３
観
点
で
の
評
価

を
各
教
科
・
科
目
で
試
行
し
て
い
る
。

　「
大
阪
府
は
、『
知
識・技
能
』『
思
考・

判
断
・
表
現
』『
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
態
度
』
の
評
価
を
同
じ
比
率
で

総
括
し
て
評
定
を
出
す
と
し
て
お
り
、

そ
の
方
法
を
試
行
中
で
す
。
ま
た
、『
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
』
を
適

切
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
生
徒
主
体

で
活
動
す
る
場
面
を
さ
ら
に
増
や
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
授
業
の
あ
り
方
も
、
各
教
科
で
検
討

し
て
い
ま
す
」（
井
上
先
生
）

　
22
年
度
か
ら
生
徒
１
人
に
１
台
配
備

さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
も
、

教
育
活
動
の
充
実
の
鍵
と
捉
え
て
い

る
。

　
教
師
間
で
育
て
た
い
人
物
像
の
共
通

認
識
を
図
っ
て
か
ら
、
物
事
を
決
め
る

ス
ピ
ー
ド
が
一
段
と
速
く
な
っ
た
。

　
例
え
ば
、
22
年
度
入
学
生
の
教
育
課

程
の
編
成
に
取
り
組
む
際
、
教
務
主
任

の
井
上
先
生
は
、「
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
」
の
育
成
に
向
け
て
、
専
門
科

目
の
選
択
科
目
を
精
選
し
、
学
科
共
通

の
必
修
科
目
の
授
業
時
数
を
確
保
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
選
択
科
目

で
習
得
す
る
よ
う
な
、
よ
り
専
門
性
の

高
い
知
識
・
技
能
は
、
生
徒
が
自
身
の

関
心
を
基
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

探
究
を
深
め
る
「
課
題
研
究
」
で
育
成

で
き
て
い
る
か
ら
だ
。

　「
専
門
知
識
や
技
能
の
習
得
と
と
も

に
、
専
門
以
外
の
分
野
に
も
幅
広
く
目

を
向
け
て
学
習
す
る
こ
と
が
、
本
校
の

目
指
す
『
地
域
創
生
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
』

の
育
成
に
合
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、

各
学
科
の
先
生
方
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

育
て
た
い
人
物
像
を
共
有
で
き
て
い
た

こ
と
で
、
選
択
科
目
の
精
選
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
し
た
」（
井
上
先
生
）

　「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
既
に
授
業
で
活
用
し
て

い
る
教
師
が
講
師
と
な
り
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
基
本
操
作
や
授
業
で
の
効
果

的
な
活
用
方
法
に
関
す
る
研
修
会
を
、

適
宜
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
初
心

者
の
教
師
に
と
っ
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
授
業
づ
く
り
の
情
報
交
換
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
教
師
間

で
連
携
し
、
教
育
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
」（
喜
多
校
長
）

校長

喜多英一
きた・ひでかず

教職歴37年。同校に赴任して２年目。

首席

烏谷直宏
からすだに・なおひろ

教職歴18年。同校に赴任して14年目。
農業科。

首席、教務主任

井上佳奈　

いのうえ・かな

教職歴12年。同校に赴任して３年目。
国語科。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

３
観
点
で
の
評
価
方
法
の
確
立
を
図
る

育
て
た
い
人
物
像
に
基
づ
い
て

教
育
課
程
の
あ
り
方
を
話
し
合
う

３
観
点
で
の
学
習
評
価
を
試
行
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
修
も
実
施

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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